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Identification manual of the lycid-beetles in Japan, VIII
Kiyoshi Matsuda

前回，ベニボタル亜科のカクムネベニボタル族
の解説を行ったので，今回はツヤバネベニボタル
族と本族に所属するツヤバネベニボタル属および
日本産ツヤバネベニボタル属 2 種の解説を行う．

ツヤバネベニボタル族
Calochromini Lacordaire, 1857

体は小型から大型まで属や種によって異なる．
頭部は前頭部に口吻をもつものと欠くものとに分
かれる．複眼は小さいものから大きいものまでさ
まざまである．触角は 11 節からなり，長く，雌雄
ともに糸状か鋸歯状，まれに雄で扇状．前胸背板
は四角形か台形，中央に 1 本の縦溝をそなえ，側
縁部に 1 対の横隆起をもつ．上翅はほぼ平行状か，
後方に向けて広がり，背面は弱い縦隆線をそなえ，
隆線間は細かいか，または，粗い点刻で密に被わ
れるが，通常は点刻列をもたない．雄交尾器は円
筒状で，側片は幅広く，二葉状，ペニスとほぼ同長．
基片は比較的大きく，非対称．雌交尾器は細長い．
尾毛は短く，先端で丸くなる．半腹板は基部で幅
広く，中央から先端までは幅が狭く，先端で丸く
なる．肛側板は非常に長い．

旧北区，新北区，エチオピア区，東洋区，新熱帯区，
オーストラリア区に分布する．

本族はこれまでベニボタル科の 1 亜科とされて
きたが（Kazantsev, 2005；Bocáková & Bocák, 2007），
現在は DNA 解析の結果と成虫と幼虫の形態の比較

からベニボタル亜科の 1 族として分類されている
(Bocák & Bocáková, 2008)．

ツヤバネベニボタル属 Calochromus Guérin-
Méneville, 1833

タイプ種：Calochromus glaucopterus Guérin-Méneville, 
1833　（ニューギニア）．

[ 成虫 ]　体は小型から大型まで種によって異な
る．前頭部に口吻を欠く．複眼は小さい．触角は
長く，雌雄ともに糸状か鋸歯状．前胸背板は四角
形か台形，前縁は多少とも前方に向けて丸く張り
出し，中央に 1 本の縦溝をそなえ，側縁部に 1 対
の横隆起をもつ．上翅はほぼ平行状か，後方に向
けて少し広がり，弱い縦隆線をそなえ，隆線間は
細かいか，または，粗い点刻で密に被われるが，
通常は点刻列をもたない．雌の第 8 腹板は基部中
央に 1 本の長い針状突起をもつ．雄交尾器は円筒
状で，側片は幅広く，二葉状，ペニスとほぼ同長．
基片は比較的大きく，非対称．

[ 幼虫 ]　体は円筒形．眼は小さい．触角は 2 節
からなり，末端節は幅広く，ドーム状．大あごは
細長く，弓状に曲がり，先端に向けてしだいに狭
まる．胸部背板はそれぞれ中央に 1 本縦の細長い
膜状部をもつ．前胸腹板は幅広く，前方に伸長す
る．第 9 腹節は 1 対の尾突起をもつ．脚は短い．
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基節は管状で，短い．爪は鈎状（Bocák & Matsuda, 
2003）．

旧北区，新北区，東洋区，オーストラリア区に
分布し，これまでに 195 種が記録され，日本から
は次の 2 種が知られている．

日本産ツヤバネベニボタル属 Calochromus の種
の検索表

1(2) 体は大型．前胸背板の側方隆起縁は狭い．上
翅は後方に向けて少し広がる．雄では前腿節
は幅広く，壮強であり，先端1/2の下面に数個
の歯状突起をもつ．11.2–17.3 mm．北海道・本
州中部以北．……… オオツヤバネベニボタル 
Calochromus nagaii Nakane

2(1) 体は小型から中型．前胸背板は幅広い隆起縁
をもつ．上翅は両側縁がほぼ平行．雄の前腿
節は中・後腿節とほぼ同じ太さで，先端1/2の
下面に歯状突起を欠く．6.5–10.2 mm．本州・
四国・九州・屋久島．..............…ツヤバネベニ
ボタル Calochromus rubrovestitus Nakane et K. 
Ohbayashi

1. オオツヤバネベニボタル Calochromus nagaii 
Nakane, 1961　（図1–7）

11.2–17.3 mm． 体は黒色か暗赤褐色で，光沢が
ある．体下面・前頭を除く頭部・小楯板・触角・
脚は赤褐色の短毛でやや密に被われる．前胸背板
は黄色味を帯びた赤色の短毛で密に被われる．上
翅は黒褐色か暗赤褐色，赤色の微毛で密に被われ
る．頭部は後部 1/3 が前胸背板の下に隠れ，前頭は
強く，丸く前方に張り出し，中央に 1 本の縦溝と
触角挿入部後方から頭頂に至る Y 字形の強い膨隆
部をもつ．複眼は小さく，雄の複眼間の距離は複
眼長径の約 3.0 倍，雌では約 2.2 倍．触角は非常に
長く，雄で翅端 1/4 に届き，雌雄ともに糸状で，平
圧される．上唇は小さく，二葉状，先端部で弱く
内側に湾入する．小あごひげ末端節は斧形，長さ
は幅の約 1.9 倍．下唇ひげ末端節は斧形，長さは幅
の約 2.2 倍．前胸背板は台形，長さは基部の幅の約
0.6 倍，幅は頭部の幅の約 1.4 倍．前縁は弱く，丸
く前方に張出し，中央で三角状に凹む．前角はや
や角張り，両側縁は基部に向けて弱く広がり，後
角は幅広く丸くなる．背面は隆起し，前角と後角

図1–7．オオツヤバネベニボタルの頭部と前胸背板(1)，背面図（2，♂；3，♀），小あごひげ（4），触角（5），雄交尾器
（6，腹面；7，側面）． 
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の内側で深く凹み，基部 1/2 に 1 本の深く，細い縦
溝をもち，また，この両側に 1 対の幅広い隆起部
と，側縁部にあと 1 対の幅広い側方横隆起をそなえ，
表面は細かく，密に点刻される．小楯板は二葉状，
先端部中央で浅く湾入する．上翅は長く，後方に
向けて少し広がる．長さは幅の約 3.3 倍．上翅はそ
れぞれ 9 本の縦隆線をそなえるが，第 1 と第 9 縦
隆線は微弱である．隆線間は粗く，密に点刻され
る．雄の第 8 腹板は先端で幅広く，丸く湾入する．
脚は長く，雄の前脚は幅広く，壮強であり，先端
部 1/2 の下面に数個の歯状突起をもつ．後脛節は細
長く，平行状．跗節の爪は単純．雄交尾器は幅広く，
ペニスは基部 1/3 で幅広く，先端 2/3 で徐々に狭ま
る．側片は円筒状で，幅広く，ペニスよりわずか
に短い．基片は比較的大きく，非対称．7–8 月に出
現する．分布：北海道・本州中部以北．

2. ツヤバネベニボタル Calochromus rubrovestitus 
Nakane et K. Ohbayashi, 1955（図8–14）

6.5–11.7 mm．体は黒色か黒褐色で，光沢がある．
体下面は赤味を帯びた黄褐色の短毛でやや密に被

われる．頭部・触角・小楯板・脚は暗赤褐色の短
毛でやや密に被われる．前胸背板と上翅は赤色の
短毛で密に被われる．頭部は後部 1/3 が前胸背板の
下に隠れ，前頭を除き，細かく，密に点刻される．
前頭は短く，前方に弱く張り出し，中央でわずか
に凹む．複眼は小さく，雄の複眼間の距離は複眼
長径の約 1.8 倍，雌では約 2.1 倍．触角は長く，雄
で上翅中央に届き，雌雄ともに鋸歯状．上唇は短く，
舌状．小あごひげ末端節は斧形，長さは幅の約 1.7
倍．下唇ひげ末端節は三角形，長さは幅の約 1.2
倍．前胸背板は台形，幅広い隆起縁で囲まれ，長
さは基部の幅の約 0.7 倍，幅は頭部の幅の約 1.4–1.6
倍．前縁はほぼ直線状．前角と後角はやや角張り，
両側縁は基部に向けて弱く広がる．背面は滑らか
で，隆起し，側縁の内側で深く凹み，中央に 1 本
の長い縦溝をもち，また，両側に 1 対の幅広い側
方横隆起をそなえ，表面は細かく，密に点刻され
る．小楯板は二葉状，先端部中央で弱く湾入する．
上翅は長く，側方がほぼ平行で，後方に向けてわ
ずかに広がる．長さは幅の約 3.0–3.2 倍．上翅はそ
れぞれ 9 本の縦隆線をそなえるが，第 1 と第 3・第
9 縦隆線は微弱である．隆線間は少し皺状を呈し，

図8–14．ツヤバネベニボタルの頭部と前胸背板（8），背面図（9，♂；10，♀），小あごひげ（11），触角（12），雄交尾
器（13，腹面；14，側面）．
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粗く，密に点刻される．雄の第 8 腹板は先端で幅
広く，三角状に湾入する．脚は中位の長さで，腿
節はやや太く，後脛節は細長い．跗節の爪は単純．
雄交尾器は幅広く，ペニスは基部 1/3 で幅広く，先
端 2/3 で徐々に狭まる．側片は円筒状で，幅広く，
ペニスよりわずかに短い．基片は大きく，非対称．
5–8 月に出現する．分布：本州・四国・九州・屋久島．

末筆ながら，本稿をまとめるにあたり，貴重な
標本の協力をいただいた逗子市の露木繁雄氏，津
市の秋田勝己氏，宇治市の水野弘造氏，大阪市の
有本久之氏と西宮市の田中勇氏に厚く御礼申し上
げる．
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【短報】沖縄島で採集されたシロスジカミキリ
南西諸島におけるシロスジカミキリ Batocera 

lineolata Chevrolat の記録はこれまで奄美大島と徳
之島からしかなかった（大林・新里，2007）．今回，
筆者らは（独）農業環境技術研究所（以下，農環研）・
昆虫標本館の所蔵標本の中から沖縄島産の本種を
見出したのでここに報告をする．データは下記の
通りである．

1♂, Urasaki, Motobu-chô, Okinawa-hontô, 24. IV. 
1986, S. Yoshimatsu leg.（農環研所蔵昆虫標本番号
24-0478727；Figs. 1, 2）．

採集者は蛾の研究者である吉松慎一博士（農環
研）である．本人の話では，採った時の状況は憶
えていないとのことであったが，灯火採集の可能
性が高いと思われる．上翅の紋も黄色で，新鮮な
個体であることがうかがえる．シロスジカミキリ
のような大型種が沖縄島から記録されていなかっ
たことを考えると，これは偶産である可能性が高
い．本部港は奄美大島・徳之島経由のフェリーの
寄港地であるので，この方面からの侵入個体では
ないかと考えられる．奄美大島では 5，6 月によく

採集され，徳之島の発生はそれよりも若干早くて
4 月下旬から 5 月ということなので（大坪 , 2008），

Figs. 1, 2. A male specimen of Batocera lineolata collected from 
Motobu, Okinawajima Is., the Ryukyus, Japan. 1, Dorsal 
habitus. 2, Lateral habitus.


